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紀元前３００年ごろ・・・ 
  球の体積についてどのようなことが考えられていたのでしょう。 
 

当時の数学にすこしふれてみましょう。 
 

ユークリッド（紀元前３００年ごろ） 
 
ムセイオン（高等教育施設）の、 

最初の教師の一人で、最高の教師 
の一人であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
古代ギリシアの数学 

ユークリッド『原論』（紀元前３００年ごろ） 
 『原論』は全部で 13 巻から構成され，４６７もの命題を含みギリシア古

典期の初歩的な数学的知識をすべて見いだすことができる。 
 エウドクソス、テアイテトス、ピュタゴラスなどの業績を、総合し体系

化した著作である。 
 この中には、結論が一連の命題（証明すべき「定理」と、直線定規とコ

ンパスだけを用いて作図できる「問題」）として提示されている。 
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ユークリッド原論 Ⅰ－４４ 
 与えられた線分上に与えられた三角形に等しい平行四辺形を与えられた直線角

に等しい角のなかにつくること 

ユークリッド原論 Ⅰ－４５ 
 与えられた直線角のなかに与えられた直線図形に等しい平行四辺形をつくるこ

と 

ユークリッド原論 Ⅱ－１４ 
 与えられた直線図形に等しい正方形をつくること 

古代ギリシアでは，現代のように長さ，面積，体積を単位として定めて数

値によって表すようなことはない。 
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例えば、線分であれば・・・  
                   「線分ＡＢより、線分ＣＤの方が 
                   その差の分だけ小さい」 
                     というような考え方をしていた。 
    
                 
 
・図形の大小は，図形そのものによって比較するのが基本だった。 
 
ここで、曲線について考えてみよう。 

 
 
 

               
 
 
 
 
 
ここで言う、－不可能―とは・・・、 
 「定木とコンパスだけでは作図することができない」ということである。 

円に等しい正方形を作る！  

なぜこのような変形を考えたのだろう。 

 

不可能 
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円に関しては、「ユークリッド原論」の中に、次のような命題がある。 

立体に関する定義，命題を見てみよう。 

 

これらの命題から考えると、当時は面積、体積をあるものとの   の関係

を利用して、求めていたと考えられる。 

 

「ユークリッド原論」の中にある、球に関する命題は次のようなものがある。 

 

しかし、これは球の体積を求めるには、十分ではない。 

 

ⅩⅡ－２  円は互いに直径上の正方形に比例する。 

n 同じ高さをもち、多角形を底面とする角錐・円錐は互いに

底面に比例する。 

n 同じ高さの円錐および円柱はそれぞれ互いに底面に比例

する。  

n すべての角錐・円錐はそれと同じ底面、等しい高さをもつ

角柱・円柱のそれぞれ3 分の1 である。 

ⅩⅡ－１８ 

 球は互いにそれぞれの直径の３乗の比をもつ。 
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アルキメデス（紀元前２８７頃～２１２頃） 
シチリアのシラクサで生まれた。 
アルキメデスは、数学だけでなく、 

天文学、流体力学、など幅広い分野に 
関心をもっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
釣り合いとは・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
重心とは・・・ 
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アルキメデスの著書「平面板の平衡」について見ていこう。 
 
「二量は重量に反比例する距離において釣り合う。」 
 
   これは・・・ 
    「それぞれの重量がａ，ｂの時、点Ａ，Ｂがそれらの重心であるとし、

ＤＥはある長さの直線で、点Ｃにおいて分割されて、ａ：ｂ＝ＤＣ：

ＣＥになるとする。そして、ＡとＢの結合された量の重心がＣであ

るということである。」 
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